
　
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
や
脱
炭
素
社
会
へ
の

移
行
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
な
ど
、
社
会
の

あ
り
方
は
大
き
く
変
わ
り
続
け
て
い
る
。

　
社
会
が
変
化
す
れ
ば
当
然
、
求
め
ら
れ
る
人

材
像
も
変
化
す
る
。
２
０
２
２
年
、
経
済
産
業

省
は
今
後
の
産
業
構
造
の
転
換
を
見
据
え
た

人
材
政
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、「
未
来

人
材
会
議
」
を
設
置
。
雇
用
・
人
材
育
成
か

ら
教
育
シ
ス
テ
ム
ま
で
幅
広
く
政
策
課
題
に

つ
い
て
議
論
し
、
未
来
を
支
え
る
人
材
を
育

成
・
確
保
す
る
た
め
の
大
き
な
方
向
性
と
今
後

取
り
組
む
べ
き
具
体
策
を
「
未
来
人
材
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
し
て
公
表
し
た
。
そ
こ
で
は
、
意
識
・

行
動
面
を
含
む
、
仕
事
に
必
要
な
56
項
目
の

力
の
需
要
が
今
後
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か

を
予
測
し
て
い
る
（
図
１
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、

15
年
は
「
注
意
深
さ・ミ
ス
が
な
い
こ
と
」「
責

任
感
・
ま
じ
め
さ
」「
信
頼
感
・
誠
実
さ
」
が

重
視
さ
れ
て
い
た
が
、
50
年
に
は
「
問
題
発
見

力
」「
的
確
な
予
測
」「
革
新
性
」
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。
そ
の
背
景
に

は
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
で
代
替
し
や
す
い
職
種

の
雇
用
が
減
少
す
る
一
方
、
代
替
し
づ
ら
い
職

種
や
新
た
な
技
術
開
発
を
担
う
職
種
で
は
雇

用
が
増
加
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
求
め
ら
れ
る
力
の
変
化
は
50
年

を
待
た
ず
に
既
に
始
ま
っ
て
い
る
。
ベ
ネ
ッ

セ
ｉ
─
キ
ャ
リ
ア
が
実
施
し
た
「
社
会
人
調
査

２
０
２
０・
２
０
２
１
」
で
は
、
営
業
、
Ｉ
Ｔ

エ
ン
ジ
ニ
ア
、
技
術
職
と
い
っ
た
職
種
に
お

い
て
、
思
考
力
が
高
い
人
ほ
ど
、
勤
務
先
か

ら
成
果
や
業
績
に
対
し
て
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
図

２
）。
そ
う
し
た
状
況
も
あ
っ
て
か
、
企
業
が

2015年
注意深さ・ミスがないこと 1.14
責任感・まじめさ 1.13
信頼感・誠実さ 1.12
基本機能（読み、書き、計算等） 1.11
スピード 1.1
柔軟性 1.1
社会常識・マナー 1.1
粘り強さ 1.09
基盤スキル＊1 1.09
意欲・積極性 1.09

＊ 1 基盤スキル：広く様々なことを、正確に、早く
できるスキル

2050 年
問題発見力 1.52
的確な予測 1.25
革新性＊2 1.19
的確な決定 1.12
情報収集 1.11
客観視 1.11
コンピュータースキル 1.09
言語スキル：口頭 1.08
科学・技術 1.07
柔軟性 1.07

＊ 2 革新性：新たなモノ、サービス、方法等をつ
くり出す能力

資
質・能
力
の
育
成

社会の変化に対応する人材の育成に向

けて、大学や専門学校では新たな教育

プログラムや入試改革が進んでいる。本

コーナーでは、今後の教育において重要

なキーワードについて、高校と大学・専

門学校・社会の接続の視点で考えていく。

社専大高
接続の視点で考える

シリーズ

ベネッセ教育情報センター

キーワード

Ａ
Ｉ
で
代
替
し
づ
ら
い
人
材
が
求
め
ら
れ
る
時
代
。

企
業
は
採
用
段
階
か
ら
思
考
力
、問
題
解
決
能
力
を
重
視

企業

社会で求められる力の変化（2015年→2050年）図１

企業でプラス評価を受ける人材の思考力スコア図２

■営業
（商品紹介、提案営業、ソリューション営業、コン
サルティング営業）

プラス評価　それ以外
１〜３年目

プラス評価　それ以外
５〜６年目

50

45

40

思
考
力
ス
コ
ア

■ ITエンジニア
（システム開発・SE・インフラなど）

プラス評価　それ以外
１〜３年目

プラス評価　それ以外
５〜６年目

50

45

40

思
考
力
ス
コ
ア

※「ベネッセⅰ－キャリア社会人調査 2020・2021」より。成果や業績に対する評価について、「プラスの評価
を受けている」または「どちらかというとプラスの評価を受けている」と回答した人とそれ以外の人で、「GPS-
Business」の思考力スコアを比較。

※経済産業省「未来人材ビジョン」（2022年５月）を基に編集部で作成。数値は56項目の力の需要度を、平均値が1.0、
標準偏差が 0.1 となるように補正したもの。
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25
年
２
月
に
中
央
教
育
審
議
会
で
と
り
ま

と
め
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
知
の
総
和
」
答
申

（
＊
１
）
で
は
、
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
の
高

等
教
育
機
関
に
と
っ
て
、「『
社
会
に
出
た
後
に

評
価
さ
れ
る
人
材
を
育
成
し
て
い
る
』
こ
と
を

念
頭
に
、
学
生
の
資
質
・
能
力
を
引
き
出
し
、

ど
の
よ
う
に
学
修
目
標
の
達
成
に
向
け
て
指

導
し
て
い
く
か
、
と
い
う
視
点
で
教
育
課
程
を

　
社
会
の
変
化
を
受
け
て
、
大
学・専
門
学
校
、

そ
し
て
企
業
が
、
学
び
や
評
価
の
点
で
連
動
し

て
変
化
し
て
お
り
、
高
校
教
育
に
お
い
て
も
、

入
試
対
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
社
会
に
出
た
後

に
評
価
さ
れ
る
人
材
」
を
育
て
る
視
点
で
問
題

発
見
・
解
決
能
力
な
ど
の
資
質
・
能
力
を
育
成

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る（
Ｐ
．31
図
６
）。

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
探
究
学
習
を
通
じ
て
資
質
・

能
力
を
育
成
し
、
そ
れ
ら
を
大
学
入
試
に
つ
な

げ
て
い
る
高
校
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

項目 重視する
選考基準 ギャップ

人柄や性格 59.5 11.5
自社への熱意 43.5 9.5
汎用的スキル（思考力、問題解決力等） 42.6 14.3
採用ポジションへの適性 40.3 12.5
専門的スキル 32.3 8.9
資格（語学力、プログラミング等） 24.4 3.3
大学での履修状況や成績 24.2 4.3

※ベネッセ i- キャリア まなぶとはたらくをつなぐ研究所 「企業の『新卒採
用動向』における調査 2025 ー学修歴社会に向けた取り組み等についてー」

（2025 年 9 月 22 日時点）。数値は「選考基準として重視する資質・能力や
適性」及び「採用学生の水準と比較して最もギャップの大きいもの」の回
答率（％）。

研究を中心とする様々な活動の中で身につくことが期待され、研究・開発以
外の幅広い業務でも活用できる資質・能力のこと。

■企業が博士人材に求める資質・能力（例）

学
術
面

❶研究分野における高度な専門性
理論や文献から広範な知識を有し、研究等
に活用

❷総合知
異分野の情報を組み合わせて得られた知見
を問題解決に活用

能
力
面
（
汎
用
的
能
力
）

❶課題設定・解決能力、探究力
課題や問題点を見つけ出し、解決に向けて
探究する姿勢を持つ

❷調査分析能力、情報活用能力、
　データ分析能力

収集した情報を統計的手法を用いて分析し、
意思決定や問題解決に活用

❸研究遂行能力
目的や背景を理解し、課題設定を行い、計
画を立て、遂行

❹論理的・批判的思考力 情報や主張を分析し、前提から結論を導く

❺コミュニケーション能力
自身の考えを明確に伝え、他者の意見を理
解

❻プロジェクト管理能力
進捗状況を把握し、生じた問題に迅速かつ
効果的に対処

資
質
面

❶主体性
目標や価値観に基づいて行動し、行動や結
果に対して責任を持つ

❷実行力
目標達成に向けて、困難や障害を乗り越え
ながら遂行

❸チームワーク、リーダーシップ、
　協調性

他者とコミュニケーションを取り、意見や
感情を尊重し、作業を進める

❹物事をやり抜こうとする強い精神力
　(GRIT)

目標に対し、興味や熱意を持ち、障害や失
敗に屈せず、継続的に努力

❺柔軟性・変化対応力
予期しない変化や新たな状況に迅速かつ効
果的に対応

❻メタ認知能力
自身の進捗や成果を確認し、目標に向かっ
て適切に行動

※経済産業省・文部科学省 「博士人材の民間企業における活躍促進に向けたガイドブック」
（2025 年 3 月 27 日）を基に編集部で作成。表は一般社団法人日本経済団体連合会「博士人
材と女性理工系人材の育成・活躍に向けた提言 - 高度専門人材がけん引する新たな日本の経
済社会の創造」（2024 年２月）を基に経済産業省・文部科学省が加工・作成したもの。

デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
」
は
重
要
な
責
務
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
経
済
産
業
省
と
文
部

科
学
省
は
、
高
度
な
専
門
性
を
備
え
た
博
士

人
材
の
産
業
界
で
の
活
躍
を
進
め
る
た
め
に

「
博
士
人
材
の
民
間
企
業
に
お
け
る
活
躍
促
進

に
向
け
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
ま
と
め
た
が
、

そ
の
中
で
は
、
専
門
的
な
知
識
を
教
授
す
る
だ

け
で
な
く
、
課
題
設
定・解
決
能
力
、
論
理
的・

新
卒
採
用
の
選
考
基
準
と
し
て
重
視
す
る
項

目
の
上
位
に
は
「
人
柄
や
性
格
」「
自
社
へ
の

熱
意
」
と
い
っ
た
、
従
来
か
ら
重
視
さ
れ
て
き

た
も
の
に
次
い
で「
汎
用
的
ス
キ
ル（
思
考
力
、

問
題
解
決
力
等
）」
が
挙
が
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
（
図
３
）。
な
お
、
企
業
が
求
め
る
選
考

基
準
と
採
用
し
た
学
生
の
水
準
を
比
較
し
て

最
も
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
項
目
も
「
汎
用
的
ス

キ
ル
」
で
あ
る
た
め
、
企
業
は
今
後
、
採
用
に

お
い
て
、
問
題
解
決
の
ベ
ー
ス
と
な
る
能
力
を

丁
寧
に
見
取
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

批
判
的
思
考
力
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
能
力
な

ど
、
幅
広
い
業
務
で
活
用
で
き
る
「
ト
ラ
ン
ス

フ
ァ
ラ
ブ
ル
ス
キ
ル
」（
図
４
）
を
学
生
が
自

覚
的
に
修
得
で
き
る
よ
う
な
教
育
課
程
、
評
価

方
法
の
構
築
を
大
学
に
対
し
て
求
め
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
変
化
は
大
学
入
試
の
変
化
に
も

つ
な
が
る
。「
知
の
総
和
」
答
申
で
も
、
探
究

学
習
な
ど
の
成
果
を
各
大
学
の
個
別
入
試
で

評
価
す
る
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
総
合
型
・
学

校
推
薦
型
選
抜
の
拡
大
や
、
一
般
選
抜
に
お
け

る
志
望
理
由
書
や
小
論
文
・
面
接
な
ど
に
よ
る

多
面
的
・
総
合
的
評
価
の
導
入
は
今
後
も
続
い

て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

課
題
設
定・解
決
能
力
、論
理
的・批
判
的
思
考
力
な
ど
、

幅
広
く
活
用
で
き
る
ス
キ
ル
の
育
成
を
目
指
す

高・大・専・社
で
一
貫
し
て

資
質・能
力
を
育
成
す
る

大学
・
専門
学校

企業が新卒採用で重視する選考基準と採用し
た学生の水準とのギャップ

図３

トランスファラブルスキル図４

高校

＊１　中央教育審議会「我が国の『知の総和』向上の未来像～高等教育システムの再構築～（答申）」（2025年２月21日）

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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近
畿
大
学
附
属
広
島
高
校
・
中
学
校 
東
広

島
校
は
４
年
前
に
、
６
年
間
の
探
究
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
見
直
し
を
図
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
進

路
指
導
部
が
探
究
学
習
を
担
当
し
て
い
た
が
、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
探
究
教
育
推
進
室
」
を
設
置
し
、
専

任
体
制
を
整
え
た
。
併
せ
て
、
変
化
の
激
し

い
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
力
を
身
に
つ
け
る

た
め
、
探
究
学
習
で
育
て
る
力
を
①
伝
え
る
力

（
情
報
活
用
力
）、②
関
わ
る
力
（
人
間
関
係
力・

協
働
）、
③
動
く
力
（
計
画
行
動
力
）、
④
解
く

力
（
問
題
解
決
力
）
の
4
つ
に
定
義
し
た
。

　
探
究
学
習
で
は
教
室
外
の
活
動
に
生
徒
が

自
ら
選
択
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
、
多
く
の
機

会
を
用
意
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
授
業
や
学
年

の
枠
を
超
え
た
「
探
Ｑ
の
会
」
を
設
け
、
綿
花

栽
培
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と
い
っ

た
、
実
社
会
と
か
か
わ
る
活
動
を
通
じ
て
「
動

く
力
」「
関
わ
る
力
」を
実
践
的
に
育
ん
で
い
る
。

そ
の
成
果
は
進
学
実
績
に
も
表
れ
て
お
り
、
年

内
入
試
合
格
者
が
大
幅
に
増
加
し
た
。

　「
自
主
性
を
重
ん
じ
た
活
動
の
経
験
を
通
じ

て
、
生
徒
は
自
分
の
興
味
を
起
点
に
努
力
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
大
学
や
社
会
に
お
い
て
も
自

律
的
に
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
」（
橋
本
晃
一
校
長
）

　
同
校
で
は
、
身
に
つ
け
た
資
質
・
能
力
が
希

望
す
る
入
試
方
式
に
合
致
し
て
い
る
か
を
客

観
的
に
判
断
す
る
た
め
に
、
高
校
２
年
次
の
12

月
上
旬
に
、「
出
願
検
討
会
議
」
を
開
催
し
て

い
る
。
ま
ず
は
生
徒
自
身
が
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
総

合
学
力
テ
ス
ト（
11
月
模
試
）」の
結
果（
学
力
）

と
「G

PS‑Academ
ic

（
＊
２
）」
の
非
認
知

能
力
の
ス
コ
ア
（
思
考
力
／
姿
勢
・
態
度
／
経

験
）
の
２
軸
を
使
用
し
、
自
分
が
ど
の
入
試
方

式
に
適
し
て
い
る
か
を
客
観
的
に
整
理
す
る

（
図
５
）。
そ
の
後
、
教
頭
、
進
路
指
導
部
長
、

高
校
２
年
生
の
学
年
団
な
ど
、
計
15
人
の
教
師

が
出
席
す
る
同
会
議
で
、
生
徒
自
身
の
判
断
も

踏
ま
え
て
入
試
方
式
の
検
討
を
行
い
、
全
員
で

生
徒
の
学
習
を
支
援
す
る
。

　「
一
般
選
抜
を
考
え
て
い
た
生
徒
で
も
、
高

い
非
認
知
能
力
が
あ
れ
ば
、
年
内
入
試
と
い
う

選
択
肢
を
提
示
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
教
師

の
直
感
だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と

で
、
生
徒
や
保
護
者
に
対
し
て
説
得
力
の
あ
る

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」

（
進
路
指
導
部
長
・
岡
本
慶
一
先
生
）

　「G
PS‑Academ

ic

」
を
通
し
て
「
批
判
的

思
考
力
」「
協
働
的
思
考
力
」「
自
己
管
理
」
と

い
っ
た
非
認
知
能
力
が
可
視
化
さ
れ
た
こ
と

で
、
生
徒
の
強
み
を
見
取
り
や
す
く
な
っ
た
。

　「
客
観
的
な
指
標
と
、
担
任
だ
か
ら
こ
そ
把

握
し
て
い
る
部
活
動
の
実
績
や
性
格
な
ど
を

総
合
し
て
、
生
徒
の
納
得
度
の
高
い
進
路
指

導
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
Ｉ
Ｃ
Ｔ・

探
究
教
育
推
進
室
主
任
・
野
平
剛
史
先
生
）

　
探
究
学
習
で
は
教
師
は
答
え
を
示
さ
ず
、
ゼ

ロ
か
ら
考
え
さ
せ
る
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
。

　「
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
価
値
を
生
み
出
す

経
験
は
、
大
学
や
社
会
で
求
め
ら
れ
る
創
造
性

の
土
台
と
な
り
ま
す
。
生
徒
が
主
体
的
に
選

び
、
行
動
す
る
探
究
の
経
験
こ
そ
が
、
高
校
卒

業
後
の
大
学
や
社
会
に
出
て
か
ら
の
対
応
力

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」（
橋
本
校
長
）

　
デ
ー
タ
と
経
験
、
そ
し
て
周
囲
の
支
援
が
重

な
り
合
う
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
の
進
路
選
択
は

よ
り
確
か
な
も
の
に
な
り
、
大
学
・
社
会
へ
続

く
主
体
的
な
学
び
の
姿
勢
が
育
っ
て
い
る
。

進
路
指
導
部
長

岡
本
慶
一 

お
か
も
と
・
け
い
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
25
年
目
。

英
語
科
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
探
究
教
育
推
進
室
主
任

高
校
2
学
年
主
任

野
平
剛
史 

の
び
ら
・
た
か
し

同
校
に
赴
任
し
て
25
年
目
。
地
理

歴
史
・
公
民
科
。

校
長橋本

晃
一 

は
し
も
と
・
こ
う
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
29
年
目
。

GPS-Academic

模擬試験の結果と非認知能力のスコアを基に、生徒の希望や活動経
験も考慮しながら、一人ひとりに合った入試方式を見極める。
※学校資料を基に編集部で作成。

年
内
入
試
の
マ
ッ
チ
ン
グ
度
合
い
を
検
証
す
る

出
願
検
討
会
議
を
２
年
次
の
12
月
に
実
施

広
島
県・
私
立
近
畿
大
学
附
属
広
島
高
校・
中
学
校
　
東
広
島
校

学校事例探
究
学
習
を
通
じ
て
育
成
す
る

資
質・能
力
を
定
義

年
内
入
試
へ
の
向
き・
不
向
き
を

客
観
デ
ー
タ
で
把
握

多
面
的
な
生
徒
把
握
に
よ
り
、

進
路
指
導
の
納
得
感
が
高
ま
る

学力と非認知能力の相関図５

＊2　ベネッセが提供する、「思考力」「姿勢・態度」「経験」の３つの観点から、問題発見・解決する力を測定し、生徒一人ひとりの「強み」を明らかにするアセスメント。

• 年内入試に向いている可能性
• 最後まで一般選抜で目指す力も

ある

総
合
学
力
テ
ス
ト（
11 

月
模
試
）

• 一般選抜に向いている可能性
• 年内入試を目指すのであれば、

協働的思考力を日々高めてい
きたい

• 年内入試に向いている可能性
• 一般選抜を目指すのであれば目

標との差を意識して頑張って
いこう

• 一般選抜に向いている可能性
• コツコツと日々の学習に取り組

みたい

D C SB

C

S

A

D

A
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　本コーナーは、これまで「大学入試トレンド解説」

として、大学入試の変化に着目し、その対策や指導上

の留意点などをお伝えしてまいりました。今号からは、

その視野を横（選択肢として大学に限定せず、大学以

外の進路先も視野に含める）と縦（時間軸として「入

試対策＝合格」に限定せず、入学後の活躍や成長のこ

とも視野に含める）に広げたコーナーにリニューアル

いたしました。

　視野を広げた背景には、高校の役割にも影響を与え

ると考えられる社会のあり方の２つの変化がありま

す。

　１つは「VUCA 時代（将来が予測不可能な時代）」

です。技術革新や産業構造の変化により、現時点で有

望とされる職業や学問分野が急速に価値を失う可能性

があり、１つの進路・職業に依存するリスクが高まっ

ています。将来にわたって学び続ける力や学び直す力

を身につけることが求められます。また、社会課題が

複雑化しており、単一分野の専門性だけではなく、文

理融合や学際的な視点を持つことが今後一層重視され

ると考えられます。

　もう１つは「人生 100 年時代（キャリアが単線的

でなくなる時代）」です。定年ま

で１つの会社、１つの職業という

前提は崩れつつあり、組織や制度

に依存したキャリア形成が難しくなっています。高校

卒業後の進路選択は「一度きりのもの」ではありませ

ん。自分の価値観や強みを理解し、主体的にキャリア

を選択する力が不可欠となっています。

　以上の２つの変化を踏まえると、高校時代から主体

的に学び、そこから得た知識とスキルを汎用的に利用

できるようにすること、正解のない課題に対して異な

る専門性を組み合わせた解決アプローチを取ること、

自分の興味・価値観・強みを言語化することの重要性

が増しています。

　本コーナーでは上記を念頭に置きながら、指導や教

育課程、進路選択、入学者選抜などに関することにつ

いて、捉え方をアップデートしていただくための情報

提供を行ってまいります。

今後の高×大・専・社の接続に向けて学校に求められること

（株）ベネッセコーポレーション 
学校カンパニー 教育情報センター長　

日山敦司　ひやま・あつし

社会の大きな変化を踏まえ、
視野を広げて現行の取り組み内容を捉え直す

中長期の視点に立った資質・能力の育成図６

社会で活躍するための問題発見・解決能力などの思考力は、
高・大・専・社を一貫して育成することが重要

「何ができるように
なるか」という
資質・能力の育成を

重視

新教育課程の
導入

高校

※中央教育審議会 「我が国の『知の総和』向上の未来像～高等教育システムの再構築～（答申）概要」（2025 年 2 月 21 日）と「『令和の日本型学校教育』
の構築を目指して（答申）【総論解説】」を基に編集部で作成。  

多様な資質・
能力を評価

「何を身につける
ことができたか」
という資質・能力の
向上を重視

問題解決の
ベースとなる能力を

重視

社会の変化に
応じて、学び続ける
重要性が増す

総合型・
学校推薦型選抜

の拡大

学習者本位の
教育のさらなる

推進

重視する力の
変化

リカレント教育・
人財投資の拡大

社会入試 採用大学・
専門学校

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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